
　横断歩道以外の横断や斜め横断中の歩行者，車道を歩いていた歩行者

との衝突による死亡事故が多発しています。

　ドライバーの心理として，交通量の少ない場所や時間帯に通行していると

きは，

　　　　「歩行者はいないだろう」

という先入観や油断が生まれてしまうものです。

　いかなる場所でも，車を運転するときは，

　　　　「歩行者がいるかもしれない」

　　　　「飛び出しがあるかもしれない」

と常に意識するようにしましょう。

通報のご協力をお願いします
　道路上に寝込んでいる人や，危険な通行をしている歩行者を見かけたと

きには，その人に声をかけるか110番通報するなどして，悲惨な事故を未

然に防止するためにご協力をお願いいたします。

車道上の歩行者にご注意！！

交通企画課

事故に遭わない！！起こさない！！　交通安全は県民一人ひとりの心掛けから！！

広島県警察本部
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ドライバーと歩行者がお互いに「見つける」「見つけてもらう」よう協力しあいましょう。 

○ 夜間の運転は「早めのライト」「上向きライト」を積極的に使用しましょう。 

○ 夜間の歩行時は反射材用品等を活用し，明るい服装を心掛けましょう。 
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